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北海道海洋生物科学シンポジウム北海道海洋生物科学シンポジウム
主催　　北海道大学グローバルCOEプログラム「統合フィールド環境科学の教育研究拠点形成」／北海道海洋生物科学研究会

懇親会　１８時～　札幌アスペンホテル　
懇親会参加費　６０００円　
懇親会参加希望者は１０月３１日までに下記宛申込んでください。
北海道大学大学院地球環境科学研究院　沖野龍文
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13:45-14:25
河井　崇（阿南高専　地域連携・テクノセンター）カメノテとムラサキインコにおける
種間相互作用の地理的変異：ファシリテーションで温暖化をしのげるか！？

13:05-13:45
大城　隆（鳥取大学 工学研究科）
海藻由来ハロゲン化酵素の特性

14:25-15:05
山北剛久（森林総合研究所）
列島スケールでの藻場成立要因の検出と植生の空間パターンとの関係

15:25-16:05
小埜恒夫（水産総合研究センター北海道区水産研究所）
海洋生物に対する地球温暖化の直接影響～貧酸素化と酸性化～

16:05-16:45
谷口　旭（東京農業大学 生物産業学部）
プランクトンが支配する海洋生態系
－原始的狩猟にも比せられる漁業の確固たるサステナビリティの基盤―
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■日　時　2010 年 11 月 5 日（金）　13:00～
■会　場　北海道大学　地球環境科学研究院 D 棟 201 号室
■参加費　シンポジウム参加費無料
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